
Skills 入門
チャットから、再利用できる
「作業手順」へ

KEITO さん提供の pptx Skill を使う前に
最初の 10 分で共通理解をつくる資料

Chat
「この条件で資料を作って」

Skill
手順・型・素材・実行環境

PowerPoint
再現性のある完成物

オープンセミナー 2026 Summer



Open Seminar 2026 Summer / KEITO SKILL Workshop

なぜ「 Skills 」を使うのか
チャットだけでも作れる。ただし、毎回同じ説明を繰り返す必要があります。

チャットだけ

毎回、目的・手順・出力形式・注意点を長く説
明する必要があります。人によって指示が変わ
ると、結果もばらつきます。

プロンプト集

貼り付けは楽になりますが、素材・スクリプ
ト・実行環境までは一体化できません。

Skills

手順書、テンプレート、素材、コードをひとま
とめにして、必要なときだけ Claude に読ませま
す。

ポイント： Skill は「 AI に毎回口頭で説明していた作業」を、再利用できる形にしたものです。
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Open Seminar 2026 Summer / KEITO SKILL Workshop

Skill は「 AI 用の作業マニュアル＋道具箱」
難しく考える必要はありません。人間の業務手順書に近い考え方です。

作業の目的
何を作るか

進め方
どの順で考えるか

品質基準
何を守るか

素材・コード
どう実行するか

Claude が必要なときに読み込み、
同じやり方で作業を進められる

例： PowerPoint 資料作成、社内文書チェック、 Excel 集計、議事録整形など
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Open Seminar 2026 Summer / KEITO SKILL Workshop

フォルダの中身：中心は SKILL.md
SKILL.md が「説明書」。必要に応じて、素材・設定・スクリプトを一緒に置けます。

pptx/

├─ SKILL.md 　 ← いつ、何を、どう実行するか
├─ references/ 　 ← デザイン方針・説明資料
├─ config/ 　 ← 色・スタイル設定
├─ scripts/ 　 ← 自動生成用コード
├─ assets/ 　 ← ロゴ・画像など
└─ runtime/ 　 ← 実行に必要な部品

SKILL.md

人間向けの説明ではなく、 Claude に読ませるための実行手順書で
す。

同梱ファイル

単なる文章ではなく、テンプレート・素材・コードも一緒に配れま
す。
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Open Seminar 2026 Summer / KEITO SKILL Workshop

今回使うのは「 pptx Skill 」
KEITO さん提供の Skill は、 PowerPoint 資料を作るための専用パッケージです。

できること①

テーマに沿ってスライド構成を提案します。

できること②

デザイン方針を選び、 PowerPoint 形式で生成し
ます。

できること③

必要に応じて画像生成や素材配置も扱います。

/pptx
このコマンドで Skill を直接呼び出します。

例：
/pptx 生成 AI初心者向けのプレゼン資料を作成してください。

最初は画像生成なし・シンプルデザインで進めると安定しま
す。
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Open Seminar 2026 Summer / KEITO SKILL Workshop

このワークショップでの配置方法
参加者の PC 全体ではなく、このプロジェクトだけで Skill を有効にします。

今回の標準配置

skill-hands-on/
└─ .claude/
   └─ skills/
      └─ pptx/
         └─ SKILL.md

なぜこの方法？

・この教材フォルダだけで有効
・他の仕事用プロジェクトに影響しない
・不要になったらフォルダごと削除できる
・参加者全員の環境を揃えやすい

※ 全プロジェクトで使う配置もありますが、今日は使いません。
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Open Seminar 2026 Summer / KEITO SKILL Workshop

チャットとの使い方の違い
人間が全部説明するのではなく、 Skill に任せられる部分を増やします。

チャットだけ Skills あり

毎回説明

「構成はこう、デザインはこう、出力は PPTX で、注意点は…」
を毎回入力。

短く指示

「 /pptx このテーマで作って」で、共通手順は Skill から読み込
む。

参加者が覚えることは、まず 2 つだけ

① 作業フォルダで Claude Code を開く　　② /pptx で呼び出す
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Open Seminar 2026 Summer / KEITO SKILL Workshop

人間と AI の分担
Skill を使っても、丸投げではありません。確認・判断は人間が行います。

人間が決める

目的、対象者、伝えたい結論、公開してよい情
報、修正判断。

Skill が支える

構成の型、作業手順、デザインルール、実行コ
マンド。

Claude が作業

構成案の作成、スライド生成、ファイル出力、
修正反映。

大切なのは「 AI に任せる」のではなく、
“良い手順で AI に作業してもらう”ことです。
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Open Seminar 2026 Summer / KEITO SKILL Workshop

今日、実際に作るサンプル資料
最初は小さく成功体験を作ります。完成後に応用テーマへ広げます。

テーマ：生成 AI 初心者向け
「明日から使える 3 つの活用法」

1. /pptx で開始 2. 構成案を確認 3. 必要なら修正 4. PPTX を書き出し 5. PowerPoint で確
認

目標： Skill の仕組みを理解し、 1 つの PPTX を自分の手元で作れる状態になること
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Open Seminar 2026 Summer / KEITO SKILL Workshop

安全に使うための注意点
Skill は強力です。だからこそ、配布元・中身・実行範囲を確認します。

信頼できる配布元か

Skill には指示だけでなく、コードや素材が含まれ
る場合があります。出所不明のものは入れないで
ください。

公開できる情報か

会社資料、個人情報、未公開情報を使う場合は、
入力してよい内容か確認してください。

プロジェクト内に限定

今日は .claude/skills を教材フォルダ内に置き、
影響範囲を限定します。

迷ったら、まずはサンプルテーマ・ダミーデータで試します。
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Open Seminar 2026 Summer / KEITO SKILL Workshop

このあとの進め方
ここまで理解できれば、あとは実際に動かしてみるだけです。

Step 1 教材フォルダを開く

Step 2 Claude Code を起動する

Step 3 /pptx を実行する

Step 4 サンプル資料を作る

Step 5 自分のテーマで応用する

合言葉： Skill は「 AI に覚えてもらう、いつもの作業手順」
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